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（０９２）６１１－７５４１ 

那
珂
組
連
研
で
は
、
今
期
１６
期
連
研
よ

り
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見
直
し
て
開
催
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
、
那
珂
組
連
研
で
は
主
に
「
連

研
ノ
ー
ト
」
を
利
用
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

も
っ
と
参
加
し
や
す
い
連
研
と
な
れ
ば

と
い
う
思
い
は
当
時
か
ら
あ
り
ま
し
た

が
、「
連
研
ノ
ー
ト
」
が
改
訂
さ
れ
た
事
が

転
機
と
な
り
、
連
研
部
長
を
仰
せ
つ
か
っ

た
こ
の
度
に
組
連
研
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

変
更
を
考
え
ま
し
た
。 

「
改
訂
版
」
の
大
き
な
変
更
点
は
、
今
ま

で
の
「
問
い
」
を
中
心
と
し
た
話
し
合
い
法

座
と
と
も
に
、
仏
教
や
浄
土
真
宗
の
基
礎

知
識
を
学
ぶ
座
学
の
時
間
が
設
け
ら
れ
た

事
で
し
た
。 

そ
の
頃
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
開

催
を
見
合
わ
せ
て
い
た
時
期
で
も
あ
っ
た

の
で
、
よ
り
受
講
し
や
す
い
連
研
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
目
指
し
、
僧
侶
部
員
と
門
徒

推
進
員
部
員
と
共
に
、
２
年
を
掛
け
て 

 

検
討
し
、 

・「
門
徒
推
進
員
」
養
成
と
い
う
目
的
に
縛

ら
れ
な
い
研
修
会
に
す
る 

・「
問
い
」
に
学
ぶ
前
に
、
仏
教
、
浄
土
真

宗
の
教
え
の
基
礎
を
学
ぶ 

・
仏
事
作
法
、
お
経
の
読
み
方
の
時
間
を
よ

り
多
く
設
け
る 

 

那
珂
組
連
研
部
長 

 
 

佐
野
唯
信
住
職
（
専
宗
寺
） 

 
 
 

以
上
を
目
的
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

作
成
を
目
指
し
ま
し
た
。 

変
更
点
は
、「
連
研
（
れ
ん
け
ん
）」
の
名

称
の
表
記
を
小
さ
く
し
「
初
め
て
学
ぶ 

私

と
浄
土
真
宗
」
と
い
う
名
称
で
受
講
の
ご
案

内
を
し
て
、
途
中
退
会
や
途
中
参
加
を
自
由

と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
関
心
が
多
い
「
仏
事

作
法
」
の
時
間
を
増
や
し
ま
し
た
。
改
訂
版

に
あ
る
座
学
研
修
の
時
間
を
前
期
４
回
に

ま
と
め
る
こ
と
に
よ
り
、
１
回
の
開
催
時
間

を
こ
れ
ま
で
よ
り
３０
分
短
縮
し
３
時
間
と

し
ま
し
た
。
事
前
に
仏
教
の
知
識
を
学
ぶ
こ

と
に
よ
り
、
後
期
７
回
の
「
問
い
」
に
学
ぶ

研
修
時
に
、
仏
教
を
結
び
つ
け
や
す
く
な
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
受
講
者
間
の

基
礎
的
な
仏
教
や
浄
土
真
宗
の
知
識
の
差

が
、
受
講
中
に
出
来
る
だ
け
少
な
く
な
る
様

に
と
の
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。 

た
だ
変
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
元
々
の
連

研
の
、「
私
」
を
通
し
て
浄
土
真
宗
、
南
無
阿

弥
陀
仏
を
学
ぶ
。
ま
た
、
南
無
阿
弥
陀
仏
を

通
し
て
「
私
」
を
学
ぶ
、
と
い
う
理
念
は
大

切
に
継
承
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
那
珂
組
と
し
て
は
連
研
を

継
続
し
て
開
催
し
て
い
く
中
に
、
少
し
で
も

参
加
さ
れ
る
方
が
多
く
な
る
よ
う
に
、
参
加

し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
共
に
如
来
に
願
わ
れ
る
「
な
か
ま
」
と

し
て
喜
び
を
深
め
合
う
事
が
出
来
れ
ば
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。 

  

 

那
珂
組
門
徒
推
進
員
連
絡
協
議
会 

令
和
５
年
度 

研
修
会 

 令
和
５
年
６
月

２７

日
（
火
）、
光
行
寺
に

お
い
て
、
参
加
者

２０

名
で
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

『
讃
仏
偈
』
の
お
勤
め
、「
浄
土
真
宗
の
救
い

の
よ
ろ
こ
び
」、「
浄
土
真
宗
の
生
活
信
条
」

を
拝
読
。
そ
の
後
、
各
部
会
よ
り
報
告
、
情

報
交
換
。
昼
食
・
休
憩
を
は
さ
ん
で
講
話
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

講
師 

専
宗
寺 

佐
野
唯
信
住
職 

 
 

仏
教
と
連
研
に
つ
い
て
の
話 

釈
尊
は
、
生
ま
れ
て
す
ぐ
七
歩
歩
い
て
、

天
と
地
を
両
手
で
指
さ
し
て
、
「
天
上
天
下

唯
我
独
尊
、
三
界
皆
苦
吾
当
安
此
」
と
言
わ

れ
た
。
七
歩
歩
く
と
い
う
こ
と
は
、
六
道
を

飛
び
出
す
こ
と
。
こ
の
世
は
思
い
通
り
に
な

ら
な
い
が
、
そ
れ
を
受
け
止
め
て
行
く
。 

 

こ
れ
が
仏
教
の
精
神
で
あ
る
。
仏
教
は
、

私
の
安
心
に
つ
な
が
る
教
え
で
あ
る
。 

連
研
で
は
、

仏
教
に
つ

い
て
、
自
ら

考
え
る
時

間
を
持
つ

こ
と
が
出

来
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

             
 
 
 
 

 
 

那珂組 門徒推進員だより              

 

Ryouge 

 

   佐野住職 
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あ
の
日
か
ら
二
十
年 

 
（
第
一
五
九
回 

門
徒
推
進
員
中
央
教
修
受
講
） 

 
 
 
 

安
部
一
枝
（
釋 

恵
徳
） 

 

  

二
〇
〇
四
年
三
月
初
旬

の
寒
さ
の
な
か
、
四
十
八

歳
の
私
は
京
都
西
本
願
寺

の
御
影
堂
門
前
に
立
ち
、
四
日
後
の
自
身
に
つ
い

て
思
い
を
は
せ
て
い
ま
し
た
。 

仏
前
結
婚
式
（
当
時
は
法
行
寺
）
か
ら
初
参
式
な

ど
の
ご
縁
と
と
も
に
二
十
四
年
経
過
し
、
ち
ょ
う

ど
二
倍
の
月
日
の
生
活
の
な
か
、
お
仏
壇
の
前
で

お
参
り
を
す
る
好
奇
心
旺
盛
な
三
人
の
子
ど
も
た

ち
の
素
朴
な
質
問
は
、「
お
数
珠
は
な
ぜ
い
る
の
か

？
」「
な
ぜ
、
チ
ー
ン
す
る
の
か
？
」「
死
ん
だ
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
ど
こ
に
行
く
の
か
？
」
な
ど
繰
り
返

し
尋
ね
ま
し
た
。 

頼
り
な
い
母
は
「
こ
れ
は
、
真
実
を
伝
え
な
く
て

は
と
」
と
、
連
研
に
通
い(

当
時
は
夜
開
催
で
二
年

間)

中
央
教
修
へ
の
ご
縁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

一
番
若
輩
の
私
が
代
表
し
て
の
御
門
主
さ
ま
か

ら
の
帰
敬
式
に
背
後
か
ら
す
す
り
泣
く
声
が
届
き

、
あ
ら
た
め
て
身
が
引
き
し
ま
る
思
い
で
し
た
。 

最
終
夜
、
遅
く
ま
で
話
続
け
た
同
室
の
お
ふ
た

り
と
は
、
毎
年
賀
状
の
や
り
取
り
が
続
い
て
い
ま

す
。 

話
し
合
い
法
座
で
は
、
難
解
な
テ
ー
マ
に
激
論
と

な
り
険
悪
な
雰
囲
気
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
ま
ず
は
、
意
見
を
受
容
し
分
析
し
て
い
く
重
要

性
を
実
感
と
し
て
学
び
ま
し
た
。
行
き
つ
戻
り
つ
の

思
考
の
な
か
、
ま
ま
な
ら
ぬ
形
而
上
の
事
象
に
悩
み

な
が
ら
の
日
暮
の
齢
を
重
ね
て
い
ま
す
。 

こ
の
度
、
二
十
年
経
過
の
節
目
に
思
い
返
す
機
会

を
い
た
だ
き
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

「
一
期
一
会
」
の
気
持
ち
で
お
念
仏
申
し
た
い
と

存
じ
ま
す
。 

 

 

  

 
 

２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
度 

福
岡
教
区 

第
１
回
門
徒
推
進
員
全
員
研
修
会 

 

２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
８
月
２７
日
（
日
） 

本
願
寺
福
岡
教
堂
で
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

参
加
者
数
７７
名
。 

『
重
誓
偈
』
の
お
勤
め
の
後
、
福
岡
教
区
髙
原
眞
見

教
務
所
長
、
福
岡
教
区
門
徒
推
進
員
連
絡
協
議
会 

梅
野
光
次
会
長
の
挨
拶
。 

次
に
、
講
師
の
光
照
寺
・
郡
島
朋
昭
住
職
か
ら
「
問

題
提
起
」
が
あ
り
、
続
い
て
８
班
に
分
か
れ
て
、
昼

食
・
話
し
合
い
法
座
、
全
体
会
で
各
班
よ
り
発
表
。 

最
後
に
「
恩
徳
讃
」
を
唱
和
し
て
、
終
了
と
な
り

ま
し
た
。 

 

郡
島
住
職
に
よ
る
問
題
提
起
で
は
、 

主
に
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
６
月
３０
日
策
定
さ
れ

た
門
徒
推
進
員
と
い
う
生
き
方
【
理
念
】
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

「
理
念
の
概
要
」 

門
徒
推
進
員
の
具
体
的

な
役
割
や
願
い
を
明
示

す
る
た
め
門
徒
推
進
員

と
い
う
生
き
方
【
理
念
】

を
作
成
し
た
。 

  

 

     

２ 

郡島住職 

第１５９回門徒推進員中央教修 於 門法会館 

２００４年３月５日（金）～８日（月）  
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門
徒
推
進
員
は
「
連
研
」
を
受
講
し
終
え
て
「
中

央
教
修
」
を
修
了
し
て
、
自
ら
の
生
き
方
の
中
心
と

な
る
み
教
え
が
明
ら
か
に
な
り
、
阿
弥
陀
如
来
の
お

心
を
私
の
「
物
差
し
」（
価
値
判
断
基
準
）
と
し
、
そ

れ
ぞ
れ
が
自
覚
と
主
体
性
を
も
っ
て
歩
み
続
け
る

念
仏
者
を
言
い
、
教
団
の
運
動
の
推
進
（
基
幹
運
動
）

に
あ
た
る
。 

門
徒
推
進
員
は
「
資
格
」
で
は
な
く
「
自
覚
」
で

あ
る
と
い
い
な
が
ら
も
何
ら
か
の
「
活
動
」
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
が
、
高
齢
化
等
で

「
活
動
」
で
き
な
く
な
る
と
、
門
徒
推
進
員
を
辞
め

る
方
向
に
働
い
て
い
る
。 

門
徒
推
進
員
と
し
て
「
活
動
」
が
伴
わ
な
く
て
も
、

お
念
仏
申
さ
せ
て
い
た
だ
く
そ
の
姿
が
周
り
の

人
々
に
伝
わ
る
こ
と
も
「
門
徒
推
進
員
と
い
う
生
き

方
」
で
あ
る
と
、
こ
の
理
念
に
明
示
し
て
い
る
。 

 

身
施
（
寺
院
境
内
清
掃
） 

 

令
和
５
年
５
月

１４

日
（
日
） 

大
壽
山 

光
明
寺
に

て
身
施
を
行
う
。 

１１

名
参
加 

伊
藤
利
生
住
職
の
法

話
を
聴
聞
。 

「
説
教
所
と
し
て

の
設
立
か
ら
現
在
の

光
明
寺
を
取
り
巻
く 

環
境
は
著
し
く
変
化
し
ま

し
た
が
お
念
仏
の
伝
承
の

場
と
し
て
大
切
に
お
守
り

し
て
参
り
ま
す
。」
と
の

お
話
で
し
た
。 

令
和
５
年

１０

月
３
日
（
火
） 

白
雲
山 

浄
運
寺
に
て
身
施
を
行
う
。 

１４

名
参
加 

白
山
義
章
住
職
の
法
話
を
聴
聞
。 

「
ダ
ー
ナ
」
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
「
布
施
」
を

意
味
し
ま
す
。
布
施
は
主
に
金
銭
が
多
い
の
で
す

が
、
金
銭
で
な
い
布
施
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
「
無

財
の
七
施
」
で
、「
身
施
」
は
そ
の
一
つ
で
す
。
布
施

の
心
得
は
「
見
返
り
を
期
待
す
る
も
の
で
は
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
。 

私
達
に
は
、
難
し
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

 

青
年
布
教
大
会
開
催
さ
れ
る
。 

 

令
和
５
年
１０
月
５
日
（
木
）
那
珂
組 

浄
運
寺 

七
里
誓
路
師
（
福
岡
組 

善
昭
寺
） 

 

 
 

親
鸞
聖
人
は
、
臨
終
来
迎
を
否
定
さ
れ
、
平
生
に

お
い
て
助
か
る
こ
と
の
教
え
を
説
か
れ
た
。 

木
村
慧
水
師
（
福
岡
組 

妙
泉
寺
） 

 
 

南
無
阿
弥
陀
仏
の
六
字
は
、
私
た
ち
に
智
慧
と
お

慈
悲
を
与
え
て
下
さ
っ
て
い
る
。
南
無
阿
弥
陀
仏
は

我
に
任
せ
よ
の
呼
び
声
で
あ
る
。 

星
野
奏
真
師
（
鞍
手
組 

真
教
寺
） 

 
 

親
し
い
人
と
も
必
ず
離
れ
る
と
き
が
来
る
、
し
か

し
そ
の
後
に
会
う
こ
と
が
出
来
る
。
そ
こ
は
南
無
阿

弥
陀
仏
の
お
浄
土
で
あ
る
。 

松
月
博
宣
師
（
志
摩
組 

海
徳
寺
）
指
導
講
師 

 
 

南
無
阿
弥
陀
仏
は
、
実
現
不
可
能
な
も
の
を
実
現

さ
せ
る
働
き
、
す
な
わ
ち
、
私
を
仏
に
す
る
「
不
可

思
議
」
の
働
き
で
あ
る
。 

 

 

み

ん

な

の

広

場 

白山住職 

伊藤住職 
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第
三
回
は
『
教
徳
寺
』
で
す
。 

 

「
金
吟
山 
教
徳
寺
」 

 
 

高
原
隆
則
住
職 

所
在
地 

那
珂
川
市
西
畑
５
８ 

 
 
 
 
 

（
０
９
２
）
９
５
２―

４
４
９
０ 

 

教
徳
寺
の
開
基
に
つ
い
て

は
、
記
録
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

過
去
帳
に
第
６
世
１
７
１
６

年
没
、
第
５
世
は
「
須
川
万
徳

寺
に
て
死
す
。
１
０
３
歳
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
開
基
は
１
６
０
０
年
前
後
で
は
な
い
か
と
推

測
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
那
珂
川
市
井
尻
区
に
あ
る
ご
門
徒
の
箱
位

牌
に
納
め
ら
れ
た
一
枚
に
「
教
徳
寺
が
戸
板
ヨ
リ
西

畑
村
江
引
地
し
た
の
は
二
代
目
孫
市
代
之
事
也
」
と

あ
り
、
当
家
二
代
目
孫
市
は
、
１
７
８
４
年
５
月
２

０
日
没
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
教
徳
寺
は
、
戸
板
か
ら

西
畑
に
移
転
し
て
お
り
、
そ
の
時
期
は
、
１
７
５
０

年
か
ら
１
８
０
０
年
の
間
と
推
定
さ
れ
ま
す
。 

当
山
の
喚
鐘
に
は
「
享
保
１
２
年(

１
７
２
７
年) 

岩
戸
郷
戸
板
邑 

教
徳
寺 

第
八
世
劃
印
」
と
の
銘
が

あ
り
ま
す
。 

当
該
喚
鐘
は
、
第
二
次
大
戦
中
に
供
出
さ
れ
て
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

那
珂
組
二
十
九
ヶ
寺
お
寺
巡
り 

 

ま
し
た
が
、
戦
後
、
大
分
県
佐
賀
関
の
精
錬
所
か
ら

奇
跡
的
に
復
員
し
ま
し
た
。 

ち
な
み
に
、
銘
記
の
１
７
２
７
年
は
、
８
代
将
軍

吉
宗
の
時
代
で
あ
り
ま
す
。 

今
年
は
、
第
１
７
世
神
洞
師
１
０
０
回
忌
、
本
堂

建
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５

０
年
、
立
教
開
宗
８
０
０
年
と
合
わ
せ
て
、
慶
讃
法

要
を
勤
修
致
し
ま
す
。 

過
去
の
法
要
の
写
真
を
拝
見
し
ま
す
と
、
ご
門
徒

の
中
に
多
く
の
お
子
さ
ん
の
姿
が
あ
り
ま
す
。 

近
年
、
西
畑
は
少
子
化
で
、
伝
供
を
お
願
い
す
る

お
子
さ
ん
を
探
す
の
に
も
苦
労
し
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
山
寺
な
ら
で
は
の
絆
は
深
く
、

総
代
は
も
ち
ろ
ん
、
婦
人
会
、
若
婦
人
会
、
壮
年
会

の
皆
様
の
ご
協
力
に
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
滞
っ
て
い
ま
し
た
「
お
と
き
」
も
再

開
し
ま
す
。 

若
院
夫
婦
は
、
今
年
１
２
月
か
ら
小
学
生
を
対
象

に
寺
子
屋
を
始
め
ま
す
。
住
職
も
男
の
料
理
教
室
を

再
開
し
よ
う
か
と
目
論
ん
で
い
ま
す
。 

 

 
 

令
和
六
年
度 

行
事
予
定 

 
 

二
月
十
一
日
（
日
） 

総
会 

二
月
十
七
日
（
土
） 

 

連
研 

第
五
回 

三
月 

九
日
（
土
） 

 

連
研 

第
六
回 

四
月
二
十
日
（
土
） 

 

連
研 

第
七
回 

五
月 

八
日
（
水
） 

身
施 

五
月
十
八
日
（
土
） 

 

連
研 

第
八
回 

六
月
十
五
日
（
土
） 

 

連
研 

第
九
回 

六
月
二
十
六
日
（
水
）
全
員
研
修
会 

七
月
十
三
日
（
土
） 

 

連
研 

第
十
回 

九
月
十
四
日
（
土
） 

 

連
研 

第
十
一
回 

十
月 

二
日
（
水
） 

身
施 

一
月 

九
日
（
木
）
～
十
六
日
（
木
） 

 

本
山
本
願
寺
御
正
忌
報
恩
講 

一
月
二
十
六
日
（
日
）
～
二
十
八
日
（
火
） 

 

福
岡
教
区
報
恩
講
法
要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

編
集
後
記 

 

皆
様
の
お
陰
に
よ
り
門
推
だ
よ
り
「
領
解
第
３

号
」
を
発
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
断
し
て
い
ま
し
た
連
研
も

再
開
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。 

門
徒
推
進
員
の
高
齢
化
等
に
よ
り
活
動
が
厳
し

く
な
る
中
、
令
和
５
年
６
月
末
に
「
門
徒
推
進
員
と

い
う
生
き
方
【
理
念
】」
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
理
念
を
通
じ
て
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す

運
動
（
実
践
運
動
）」
を
推
進
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

４ 

親鸞聖人７００回遠忌法要の写真 

子どもたちがたくさんいます。 

寺宝の喚鐘 


